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1 月号の主な内容

　12 月 14 日、ゆめっこ認定こども園で、「もちつき会」を行いました。5 歳児 32 人とその祖
父母 22 人が参加し、園児たちは大きな杵に悪戦苦闘しながらも順番に『もちつき』を体験しま
した。つきあがった餅は、園で採れた小豆を使ったぜんざいやお雑煮にして、全員で食べました。

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐ふるさとの未来へ“つなぐ”まちづくり‐
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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

新
風
元
年　

風
の
な
い
と
こ
ろ
に
風
を

　

風
を
通
じ
て
人
を
つ
な
ぐ
・
町
を
つ
な
ぐ

町長　西 村 銀 三

　

就
任
か
ら
約
2
か
月
に
な
り
ま
す
。
昨
年
は

町
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
を
受
け
、
町
長
と

い
う
大
役
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
町
民

の
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
目
標
の

実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
憲
法
が
掲
げ
る

「
基
本
的
人
権
の
尊
重
、国
民
主
権
、平
和
主
義
」

を
守
り
生
か
す
こ
と
を
基
本
に
、『
町
民
目
線
』

を
念
頭
に
据
え
て
町
政
に
臨
み
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
新
温
泉
町
に
新
し
く
3
つ
の

顔
が
で
き
ま
し
た
。
9
月
に
は
本
町
で
初
め
て

の「
道
の
駅
」、11
月
に
は
浜
坂
～
余
部
間
の「
高

速
道
路
」
が
完
成
し
た
ほ
か
、
12
月
に
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
「
ラ
ジ
オ
中
継
局
」
が
完
成
し
ク
リ
ア
な

音
声
の
ラ
ジ
オ
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
、
町
に
新
し
い
風
が
吹
き
始
め
て
い
ま

す
。
過
疎
か
ら
の
脱
却
の
第
一
歩
で
す
。

　

こ
の
風
の
流
れ
を
追
い
風
に
、
本
年
を
『
新

風
元
年
』と
捉
え
、“
風
を
通
じ
て
人
を
つ
な
ぐ
・

町
を
つ
な
ぐ
”
新
し
い
年
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
町
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
り
、
皆
さ
ま
か
ら
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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新
温
泉
町
と
い
え
ば
『
温
泉
天
国
』
と
い
わ

れ
る
よ
う
な
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
温
泉
の
楽
し
く
ユ

ニ
ー
ク
な
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
昨
年

は
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

再
認
定
に
黄
信
号
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
温
泉

利
用
は
ジ
オ
パ
ー
ク
そ
の
も
の
で
す
。
再
認
定

を
め
ざ
す
取
組
と
魅
力
満
載
の
楽
し
い
町
の
Ｐ

Ｒ
が
観
光
客
増
加
と
町
全
体
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

道
路
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

数
年
後
に
は
鳥
取
へ
の
高
速
道
路
も
完
成
し
、

「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」
の
流
れ
が
大
き
く
変

わ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
、
過
疎
に
拍
車
が
か
か

る
か
、
そ
れ
と
も
活
性
化
の
チ
ャ
ン
ス
と
す
る

か
、
今
が
正
念
場
で
す
。
町
が
持
つ
す
ば
ら
し

い
自
然
や
但
馬
牛
、
松
葉
ガ
ニ
な
ど
の
食
材
を

生
か
し
、
鳥
取
な
ど
町
外
か
ら
ど
ん
ど
ん
人
が

や
っ
て
来
る
町
に
変
え
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で

す
。

　

厳
し
い
運
営
が
続
い
て
い
る
浜
坂
病
院
で
す

が
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
町
の

中
核
病
院
と
し
て
、
利
用
者
や
職
員
の
意
見
を

生
か
し
な
が
ら
利
用
率
ア
ッ
プ
を
図
り
経
営
改

善
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
猪
・
鹿
な
ど
の
鳥
獣
対

策
に
つ
い
て
は
、「
被
害
防
除
」「
生
息
地
管
理
」

「
個
体
数
管
理
」
な
ど
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
進
め

る
と
と
も
に
、捕
獲
個
体
の
処
分
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
埋
設
に
加
え
、
町
の
対
策
と
し
て
、
施

設
整
備
等
に
よ
る
方
法
も
検
討
し
ま
す
。

　

浜
坂
認
定
こ
ど
も
園
の
移
転
問
題
は
、
こ
れ

ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
た
上
で
、
あ
く
ま
で
も

住
民
同
意
を
基
本
に
で
き
る
だ
け
早
期
に
解
決

を
図
り
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
み
、
限
界
集
落
が
増
え
て
い
ま

す
。本
町
で
は
10
人
に
約
4
人
が
高
齢
者
で
す
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
５
０
０
人
以
上
と
全

世
帯
の
約
1
割
に
あ
た
り
ま
す
。
高
齢
者
な
ど

の
交
通
の
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
町
民
タ
ク

シ
ー
と
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
活
用
や
ゆ
め
ぐ
り
エ

ク
ス
プ
レ
ス
な
ど
の
バ
ス
便
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
検
討
を
い
た
し
ま
す
。

　

小
さ
な
見
直
し
で
す
が
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
の

ひ
と
つ
と
し
て
『
総
合
案
内
コ
ー
ナ
ー
』
を
本

庁
舎
と
温
泉
総
合
支
所
に
設
置
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
4
月
か
ら
開

庁
日
に
予
約
い
た
だ
い
た
方
を
対
象
に
、
土
・

日
な
ど
の
閉
庁
日
で
も
住
民
票
等
の
受
け
取
り

が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

住
民
や
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、「
町

民
の
生
活
を
し
っ
か
り
支
え
る
」
心
構
え
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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平
成
29
年
中
の
所
得
や
控
除
に
つ
い
て
、
申
告
が
必
要
な
方
は
早
め
に
準
備
し
、
期
限

内
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
度
町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書
及
び
平
成
29
年
分
確
定
申
告
書
は
、

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
告
書
を
提
出
す
る
際
は
、

忘
れ
ず
に
記
載
し
ま
し
ょ
う
。

　

町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書
の
配
布
は
、
平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、
新
温

泉
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
18
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。
申
告
書
と
関
係
書
類
は
１
月
末

に
区
長
・
町
内
会
長
を
通
じ
て
世
帯
ご
と
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

申
告
書
の
提
出
期
限
は
３
月
15
日
（
木
）
で
す
。

▼
問
合
せ　

税
務
課　

課
税
係　

℡
82
‐
３
１
１
３

期　　間 2 月 16 日（金）～ 3 月 15 日（木）の平日

会　　場 浜坂多目的集会施設　／　町民センター

午前 午後

受付時間 午前 7 時 30 分～ 11 時 午前 11 時～午後 3 時

相談時間 午前 8 時 30 分～ 午後 1 時～

※土・日曜日は行いません。
※新温泉町に住民登録のない方は相談をお受けできません。

～ 

平
成
30
年
度
町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告 

～

  
申
告
期
間
は
２
月
16
日
（
金
）
～
３
月
15
日
（
木
）

申
告
の
準
備
は
お
早
め
に
。
期
限
ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

■
申
告
書
の
提
出
が
必
要
な
方

▽
平
成
29
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
方
（
た

だ
し
、
給
与
所
得
の
み
の
方
、
公
的
年

金
の
み
の
方
は
、
支
払
者
か
ら
支
払
報

告
書
が
町
へ
提
出
さ
れ
ま
す
の
で
申
告

は
不
要
で
す
。）

▽
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
に
加
入
の
世
帯
の
方
、
ま
た
は
加
入

見
込
み
の
方
（
対
象
の
方
は
申
告
が
必

要
で
す
。）

▽
２
か
所
以
上
か
ら
の
給
与
収
入
が
あ
る

方
▽
医
療
費
控
除
、
寄
付
金
控
除
な
ど
各
種

所
得
控
除
の
適
用
を
申
告
す
る
方

▽
年
末
調
整
や
公
的
年
金
に
届
出
を
し
た

内
容
に
変
更
が
あ
る
方

▽
障
害
者
控
除
、
寡
婦
控
除
、
勤
労
学
生

控
除
等
の
適
用
を
申
告
す
る
方
（
対
象

者
で
あ
っ
て
も
申
告
を
し
な
い
と
控
除

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。）

※
所
得
税
に
影
響
が
あ
る
方
は
確
定
申
告

が
必
要
で
す
。

※
収
入
が
な
く
、
申
告
す
る
内
容
が
な
い

方
で
も
、
所
得
証
明
・
課
税
証
明
（
無

所
得
、
非
課
税
の
証
明
を
含
む
）
が
必

要
な
方
は
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
告
が
な
い
と
証
明
書
の
交
付
は

で
き
ま
せ
ん
。

■
公
的
年
金
の
み
の
方
は
申
告
不
要

　

所
得
税
は
「
公
的
年
金
等
の
申
告
不
要

制
度
」
に
よ
り
、
公
的
年
金
等
の
収
入

金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
公
的
年
金

以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
方
は

申
告
が
不
要
で
す
。

■
申
告
相
談
会
場
と
日
程

▼
持
参
す
る
も
の

　

申
告
書
を
作
成
記
入
の
う
え
、
申
告

内
容
を
確
認
で
き
る
書
類
、
証
明
書
、

印
鑑
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
次
の
書
類
は
事
前
に
作
成
し
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◇
事
業
（
営
業
、
農
業
）、
不
動
産
所

得
の
収
支
内
訳
書

　

事
業
（
農
業
）
所
得
、
不
動
産
所
得

の
あ
る
方
は
帳
簿
と
証
拠
書
類
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
農
業
所
得
の
申

告
を
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
帳
簿
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
医
療
費
控
除
の
集
計
表

　

領
収
書
等
を
個
人
別
、
医
療
機
関
別

に
分
け
て
集
計
し
て
く
だ
さ
い
。

～
医
療
費
控
除
の
改
正
～

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

税
制
（
医
療
費
控
除
の
特
例
）

の
新
設

　

税
制
改
正
に
よ
り
平
成
30
年
度
住
民

税
か
ら
、
従
来
の
医
療
費
控
除
に
加
え

て
、
健
康
増
進
や
疾
病
予
防
の
取
組
を

行
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
、
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
が
創
設
さ
れ
、

本
人
や
本
人
と
生
計
を
一
に
す
る
親
族

に
か
か
る
対
象
薬
品
等
の
購
入
費
用
を

１
年
間
に
1
万
2
千
円
を
超
え
て
支

払
っ
た
場
合
に
は
、
1
万
2
千
円
を
超

え
る
額
（
控
除
限
度
額
8
万
8
千
円
）

を
所
得
控
除
で
き
ま
す
。

　

こ
の
控
除
は
、
次
の
5
項
目
の
い
ず

れ
か
を
受
け
た
こ
と
が
要
件
と
な
り
ま

す
。

　

①
特
定
健
康
診
査
、
②
予
防
接
種
、

　

③
定
期
健
康
診
断
、
③
定
期
健
康
診

　

断（
事
業
主
検
診
）、④
健
康
診
査（
人

　

間
ド
ッ
ク
）、
⑤
が
ん
検
診

※
従
来
の
医
療
費
控
除
と
の
選
択
適
用

と
な
り
ま
す
。
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豊
岡
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

に
よ
り
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
申
告
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
（
ｅ
‐
ｔ
ａ
ｘ〔
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
〕で
検
索
）

◆
申
告
書
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
作

成
で
き
ま
す

　

パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
に
も
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
も
申
告
書

が
作
成
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
パ
ソ
コ

ン
で
利
用
可
能
な
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
送
信

な
ど
、
一
部
機
能
が
ご
利
用
で
き
ま
せ

ん
。）

※
不
明
な
点
は
電
話
で
確
認

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ  

　

デ
ス
ク  

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
‐
01
‐
５
９
０
１

◆
問
合
せ　

豊
岡
税
務
署

　

℡（
０
７
９
６
）22
‐
２
１
４
４

平成30年1月1日現在、新温泉町に居
住していた。(住民登録していた)

平成30年1月1日現在居住していた市
区町村にお問い合わせください。

平成29年1月1日か
ら12月31日までに
収入があった。

収入の無い方や遺
族・障害年金、雇
用（失業）保険、傷
害手当のみの受給
者は「いいえ」へ。

給与以外の
収入が
2か所以上
あり、年末
調整未済の
ものがある。

収入は公
的年金の
みである。

公的年金
の収入は
400万円以
上ある。

源泉徴収票に記載されている扶養人
数や所得控除等を追加・変更したい。

税務署または
ｅ-Ｔａｘで確
定申告する。

給与収入
がある。

年末調整
済である。 確

定
申
告
ま
た
は
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申告書の提出は不要です。※町県民税の申告が不要となっても、国民健康保険加入者（加入予定者）、県・町営
　　　　　　　　　　　　　　　住宅入居者、所得証明・所得課税証明の必要な方等は申告書を提出してください。

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい はい

はいはいはい

はい

はい

はい

◆「町県民税・国民健康保険税申告書」提出の流れ

▼
個
人
番
号
確
認
と
身
元
確
認

　

申
告
相
談
に
お
い
て
申
告
書
を
提
出
す

る
方
は
、
申
告
者
ご
本
人
の
個
人
番
号
と

身
元
の
確
認
を
し
ま
す
。
確
認
で
き
る
書

類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
家
族
の
分

を
申
告
相
談
す
る
場
合
は
、
来
場
者
の
身

元
証
明
が
必
要
で
す
。）

◇
個
人
番
号
を
確
認
す
る
書
類

　

個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
が

記
載
さ
れ
た
住
民
票　

な
ど

◇
身
元
確
認
の
書
類

　

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
障
が
い

者
手
帳
、
在
留
カ
ー
ド
、
特
別
永
住
者

証
明
書　

な
ど

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
個
人
番
号

と
身
元
の
両
方
が
確
認
で
き
ま
す
。

■
次
の
方
は
、
直
接
、
豊
岡
税
務
署
で
申

告
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
青
色
申
告
の
方

▽
土
地
、
建
物
、
ま
た
は
株
式
等
の
譲
渡

所
得
の
あ
る
方

▽
雑
損
控
除
の
あ
る
方

▽
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
あ
る
方

で
、
初
年
度
の
方

▽
消
費
税
、
贈
与
税
の
申
告

※
申
告
書
の
提
出
の
み
の
場
合
は
、
申
告

　

会
場
で
仮
収
受
し
ま
す
。

■
確
定
申
告
書
類
の
送
付
方
法
の
変
更

　

例
年
、
町
の
申
告
相
談
会
場
で
確
定
申

告
書
を
作
成
・
提
出
さ
れ
た
方
に
は
税

務
署
か
ら
1
月
に
確
定
申
告
の
書
類
が

郵
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
29
年

分
よ
り
確
定
申
告
書
類
で
は
な
く
、「
確

定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
が
届
き
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
を
ご
自
身
で
作
成
す
る
た

め
に
申
告
関
係
用
紙
が
必
要
な
方
は
役

場
・
税
務
課
、
ま
た
は
温
泉
総
合
支
所
・

地
域
振
興
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

　
（
１
月
末
か
ら
常
備
し
て
い
ま
す
。）
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平
成
29
年
度

　

新
温
泉
町「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」の
結
果

　

平
成
29
年
度
の
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の
結
果
が
、
8
月
28
日
に
公
表
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
調
査
は
、
各
地
域
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
学
力
・
学
習
状
況
を
把
握
・

分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
教
育
及
び
教
育
施
策
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
、
そ
の
改
善

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

新
温
泉
町
に
お
け
る
本
調
査
の
分
析
結
果
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
今
後
、

こ
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
指
導
方
法
の
改
善
や
学
習
意
欲

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
力
調
査
の
結
果

❶ 

小
学
校
【
国
語
】

◇
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

　

適
切
な
言
葉
遣
い
で
話
す
こ
と
は
概

ね
身
に
つ
い
て
い
ま
す
。
互
い
の
話
を

聞
き
、
共
通
点
や
相
違
点
を
整
理
し
な

が
ら
話
し
合
う
こ
と
に
課
題
が
あ
り
ま

す
。

◇
書
く
こ
と

　

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
効
果
的
な
文

を
引
用
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
ま
す
。

文
章
の
全
体
の
構
成
を
捉
え
、
要
約
を

し
て
必
要
な
内
容
を
整
理
し
て
書
く
こ

と
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

◇
読
む
こ
と

　

登
場
人
物
の
心
情
や
場
面
を
捉
え
る

こ
と
や
俳
句
の
良
さ
を
味
わ
う
こ
と
は

身
に
つ
い
て
い
ま
す
。
文
章
に
即
し
て

意
図
を
捉
え
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め

る
こ
と
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

◇
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質

　

に
関
す
る
事
項

　

各
学
年
の
漢
字
で
日
常
的
に
使
う
漢

字
は
概
ね
読
み
書
き
が
で
き
て
い
ま

す
。
使
う
頻
度
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る

言
葉
を
漢
字
で
書
く
こ
と
や
、
古
文
を

読
ん
だ
り
、
こ
と
わ
ざ
を
活
用
し
た
り

す
る
こ
と
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

は
概
ね
身
に
つ
い
て
い
ま
す
。
話
の
論

理
的
な
構
成
や
展
開
な
ど
に
注
意
し
て

聞
く
こ
と
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

◇
書
く
こ
と

　

語
句
の
使
い
方
を
考
え
た
り
、
構
成

を
工
夫
し
た
り
し
て
わ
か
り
や
す
く
書

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
助
言
を
も
と
に

自
分
の
文
章
を
見
直
す
力
に
課
題
が
あ

り
ま
す
。

◇
読
む
こ
と

　

文
章
の
要
旨
を
捉
え
、
表
現
の
仕
方

に
注
目
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

文
章
に
表
れ
て
い
る
考
え
方
等
を
読
み

取
る
こ
と
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

◇
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質

　

に
関
す
る
事
項

　

文
脈
に
即
し
て
漢
字
を
正
し
く
書
い

た
り
、
読
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
の
適
切
な

使
い
分
け
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

❷ 

小
学
校
【
算
数
】

◇
数
と
計
算

　

整
数
と
小
数
の
基
本
的
な
乗
法
計
算

に
つ
い
て
は
概
ね
定
着
し
て
い
ま
す
。

加
法
と
乗
法
の
混
合
し
た
整
数
と
少
数

の
計
算
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

◇
量
と
測
定

　

重
さ
や
長
さ
な
ど
、
必
要
な
単
位
を

選
ん
で
測
定
・
比
較
す
る
力
は
身
に
つ

い
て
い
ま
す
。
高
さ
が
等
し
い
平
行
四

辺
形
と
三
角
形
の
底
辺
と
面
積
の
関
係

の
理
解
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

◇
図
形

　

正
多
角
形
、
立
体
の
性
質
に
つ
い
て

は
概
ね
理
解
が
で
き
て
い
ま
す
。
割
合

を
解
釈
し
て
基
準
・
比
較
量
の
関
係
を

表
す
図
を
判
断
す
る
こ
と
に
課
題
が
あ

り
ま
す
。

◇
数
量
関
係

　

問
題
場
面
を
関
係
式
で
表
す
力
、
資

料
を
二
次
元
表
に
整
理
す
る
力
は
身
に

つ
い
て
い
ま
す
。
与
え
ら
れ
た
情
報
か

ら
割
合
に
つ
い
て
正
し
く
考
察
し
、
記

述
・
説
明
す
る
こ
と
に
課
題
が
あ
り
ま

す
。❸

中
学
校
【
国
語
】

◇
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

　

資
料
を
効
果
的
に
活
用
し
て
話
す
力

❹
中
学
校
【
数
学
】

◇
数
と
式

　

基
本
的
な
四
則
計
算
、
文
字
式
の
計

算
や
方
程
式
の
解
法
は
身
に
つ
い
て
お

り
、
実
生
活
で
活
用
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
数
量
関
係
を
文
字
式
で
表
す
こ

と
、
事
象
が
成
り
立
つ
理
由
を
筋
道
を

立
て
て
説
明
す
る
こ
と
に
課
題
が
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校

ご
と
の
分
析
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
の
規
模
・
児
童
生
徒
数
等
に

違
い
が
あ
る
た
め
、
公
表
は
行
い
ま
せ
ん
。　
　
　
　

▼
問
合
せ　

こ
ど
も
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
７
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生
活
習
慣
や
学
習
環
境
等

に
関
す
る
調
査
の
結
果

❶ 

小
学
校　

◇
家
庭
で
の
生
活
に
関
す
る
こ
と

　

ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
起
床
時
刻
、
就

寝
時
刻
を
決
め
て
お
り
、
基
本
的
な
生

活
の
リ
ズ
ム
が
身
に
つ
い
て
い
ま
す
。

朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
る
児
童
が
90
％

を
超
え
て
い
ま
す
。
自
分
で
計
画
を
立

て
て
勉
強
を
し
て
い
る
と
答
え
た
児
童

が
70
％
を
超
え
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の

❷ 

中
学
校

◇
家
庭
で
の
生
活
に
関
す
る
こ
と

　

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
起
床
時
刻
を
決

め
、
毎
日
朝
食
を
と
っ
て
お
り
、
一
日

の
生
活
の
リ
ズ
ム
が
身
に
つ
い
て
い
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
宿
題
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
昨
年
度
に
比
べ
て
平
日

の
家
庭
学
習
の
時
間
が
増
え
て
い
ま

す
。
70
％
を
超
え
る
生
徒
が
家
族
に
学

校
の
出
来
事
を
話
し
、
将
来
に
つ
い
て

話
を
す
る
生
徒
も
多
く
い
ま
す
。
携
帯

電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
費
や
す
時
間
が
増
え
て
い
ま

す
。
生
活
様
式
の
変
化
に
合
わ
せ
た
情

報
機
器
の
適
切
な
活
用
を
め
ざ
し
た
家

庭
内
で
の
取
組
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
学
校
で
の
生
活
に
関
す
る
こ
と

　

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
、
友
人
に
会
う

の
が
楽
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
学
級

の
み
ん
な
で
協
力
し
て
や
り
遂
げ
た
達

◇
図
形

　

平
行
移
動
後
の
作
図
や
円
錐
の
回
転

体
と
し
て
の
構
成
、
命
題
の
仮
定
と
結

論
に
つ
い
て
は
理
解
し
て
い
ま
す
。
扇

形
の
弧
の
長
さ
を
求
め
る
こ
と
や
錯
角

の
意
味
の
理
解
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

◇
関
数

　

比
例
式
で
ｘ
の
値
に
対
す
る
ｙ
の
値

を
求
め
る
こ
と
や
表
や
グ
ラ
フ
か
ら
情

報
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
関

数
や
比
例
定
数
の
意
味
の
理
解
に
課
題

が
あ
り
ま
す
。

◇
資
料
の
活
用

　

簡
単
な
確
率
を
求
め
る
こ
と
や
資
料

か
ら
必
要
な
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
は

で
き
ま
す
。
範
囲
の
意
味
や
相
対
度
数

を
求
め
る
こ
と
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

児
童
が
宿
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
２
時
間
以
上
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

等
を
す
る
児
童
が
、
40
％
を
超
え
て
い

ま
す
。
家
庭
の
ル
ー
ル
作
り
等
、
望
ま

し
い
生
活
習
慣
の
形
成
を
め
ざ
し
た
家

庭
内
で
の
取
組
を
お
願
い
し
ま
す
。

成
感
を
感
じ
て
い
る
生
徒
が
多
く
い
ま

す
。
先
生
に
自
分
の
よ
い
と
こ
ろ
を
認

め
て
も
ら
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
生

徒
や
、
テ
ス
ト
の
間
違
い
を
わ
か
る
ま

で
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
生
徒
が
80
％
近
く
お
り
、
教
師
と
良

好
な
関
係
が
築
け
て
い
ま
す
。

◇
学
校
で
の
生
活
に
関
す
る
こ
と

　

ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
、
友
人
に
会
う

の
が
楽
し
い
と
感
じ
て
お
り
、
学
級
の

み
ん
な
で
協
力
し
て
や
り
遂
げ
た
達
成

感
を
感
じ
て
い
る
児
童
が
多
く
い
ま

す
。
学
校
の
授
業
な
ど
で
、
自
分
の
考

え
を
他
の
人
に
説
明
し
た
り
、
文
章
に

書
い
た
り
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
う

児
童
が
多
く
い
ま
す
。
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町政のうごきから
　ふるさと新温泉町を応援してください！

ふるさと納税制度のご案内

城山園地から見た諸寄港（自然環境保全にも役立てられています）

平成 28 年中寄付金の使途 金額（円）
自然環境の保全及び景観の維持、再生に関す
る事業 342,000 

子どもたちの健全育成及び健康増進に関
する事業 1,337,000 

但馬牛・松葉かに・ほたるイカ等地域特
産物品の振興に関する事業 332,000 

伝統文化の振興に関する事業 1,709,000 
　合　　　計　 3,720,000 

◆寄付の額
　１口５千円を基本として、何口でも受け付けます。
◆寄付金の使いみち
▽自然環境の保全及び景観の維持、再生に関する事業
　⇒ジオパーク館の管理運営ほか
▽子どもたちの健全育成及び健康増進に関する事業
　⇒図書館図書購入ほか
▽但馬牛・松葉がに・ホタルイカなど地域特産物品

の振興に関する事業
　⇒優良牛確保ほか
▽伝統文化の振興に関する事業
　⇒町民文化祭運営支援ほか

　「ふるさと新温泉町」を応援したいという思いを
寄付金という形でお受けし、まちづくりに参加い
ただきながら事業を実施できるよう「新温泉町ふ
るさとづくり基金（ふるさと納税）」を設立してい
ます。これまでから、新温泉町出身の方をはじめ、
多くの方のご協力をいただいています。今年度も
引き続き、ご支援をお待ちしています。

◆税制上の優遇措置（個人住民税と所得税の控除）
　寄付金のうち２千円を超える部分について、一定

の限度まで個人住民税と所得税から控除が受けら
れます。

◆寄付のお礼
　感謝の気持ちとして、『湯めぐりチケット（町内

５施設共通無料入浴券）』を進呈いたします。
▽対象施設　七釜温泉ゆーらく館、ユートピア浜坂、

浜坂海岸レクリエーションセンター松の湯、薬師
湯、リフレッシュパークゆむら

※町内に住所を有する方には、ふるさと納税の趣旨に基づ
きお礼の進呈は行いませんので、ご理解をお願いします。

ー申込み・問合せー　総務課　管財係
　℡（0796）82-3111　ＦＡＸ  （0796）82-3054

◆基金の運用状況報告
　平成 28 年度の寄付金は、43 件 369 万 5 千円で
した。また、平成 28 年中 ( 平成 28 年 1 月～ 12 月 )
の寄付金 372 万円は、寄付者のご意向を踏まえて
平成 29 年度に右表のとおり活用させていただきま
す。（なお、平成 29 年 1 月～ 3 月の寄付金は、平
成 30 年度に活用させていただく予定です）

◆申込方法
①「寄付申込書（町ホームページよりダウンロード

可）」を郵送、ＦＡＸまたは電子メールで提出し
てください。

②寄付申込書を受付後、郵便局の「払込取扱票」等
の関係書類を郵送しますので、郵便局にて寄付を
行ってください。

寄　

付　

者

新
温
泉
町
役
場

【１】寄付申込書（＋ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ特例申請書）を提出

【３】「払込取扱票」で寄付金を納付

【２】郵便局「払込取扱票」を送付

【４】寄付受入書（＋特例申請書受付書）を送付

郵　便　局
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町政のうごきから
　

新
温
泉
町
、
鳥
取
市
、
岩
美
町
、

若
桜
町
、
智
頭
町
及
び
八
頭
町
の
1

市
5
町
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
国

の
定
住
自
立
圏
構
想
を
推
進
し
、
産

業
、
農
業
、
環
境
、
地
域
公
共
交
通

な
ど
の
分
野
で
広
域
的
な
連
携
を
進

め
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
こ
れ
ら
の

連
携
を
よ
り
進
化
さ
せ
て
、
こ
の
1

市
5
町
の
圏
域
の
持
続
的
な
発
展
を

図
る
た
め
、
平
成
30
年
4
月
に
連
携

中
枢
都
市
圏
の
形
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
こ
の
圏
域
の
将
来
像

や
具
体
的
な
取
組
を
「
連
携
中
枢
都

市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）」
と
し
て
取

り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容

を
公
表
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
案
件
名

　

連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

▼
意
見
の
募
集
期
間

　

1
月
4
日
（
木
）

～
22
日
（
月
）
必
着

▼
提
出
方
法

　

企
画
課
ま
た
は
総
合
支
所
地
域
振

興
課
へ
の
持
参
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
様
式
は
自
由
で
す
が
、

住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。電
話
、

匿
名
で
の
提
出
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
。）

▼
公
表
資
料
の
閲
覧
方
法

◇
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.
jp

）
行
政
情
報
↓
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
↓
「
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ

ジ
ョ
ン
（
案
）」
に
つ
い
て
の
意

見
募
集

◇
閲
覧
場
所

　

企
画
課
・
総
合
支
所
地
域
振
興
課

▼
問
合
せ　

企
画
課　

企
画
政
策
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

　

Fax 

82
‐
３
０
５
４

　

電
子
メ
ー
ル

　

kikaku@
tow

n.shinonsen.lg.jp

「
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）」
に
つ
い
て
の
意
見
募
集

町
の
広
報
媒
体
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

広
報
し
ん
お
ん
せ
ん
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
夢
ネ
ッ
ト
で
の

広
告
を
希
望
す
る
企
業
・
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
広
報
し
ん
お
ん
せ
ん

◇
広
告
の
サ
イ
ズ

▪
１
種　

縦
5
・
4
㌢
×
横
17
・
8
㌢

▪
２
種　

縦
5
・
4
㌢
×
横
8
・
8
㌢

◇
広
告
掲
載
料

　

広
報
し
ん
お
ん
せ
ん
と
同
お
知
ら
せ
版

を
１
組
と
し
て
１
回
に
つ
き

▪
１
種　

１
４
４
０
０
円
（
町
内
）

　
　
　
　

１
８
０
０
０
円
（
町
外
）

▪
２
種　
　

８
０
０
０
円
（
町
内
）

　
　
　
　

１
０
０
０
０
円
（
町
外
）

●
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
バ
ナ
ー
広
告
）

◇
バ
ナ
ー
広
告
の
規
格
（
１
枠
当
た
り
）

▪
大
き
さ

　

縦
50
ピ
ク
セ
ル
、
横

150
ピ
ク
セ
ル

▪
デ
ー
タ
容
量　

10
キ
ロ
バ
イ
ト
以
内

▪
デ
ー
タ
形
式　

Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式

◇
広
告
掲
載
料

　

月
額　
　

８
０
０
０
円
（
町
内
）

　

月
額　

１
０
０
０
０
円
（
町
外
）

―
問
合
せ
―　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

●
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
夢
ネ
ッ
ト

◇
対
象
者　

町
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
所

　

が
あ
る
企
業
・
団
体

◇
Ｃ
Ｍ
の
形
態

▪
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
制
作
…
写
真
・
文
字

テ
ロ
ッ
プ
・
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
有
無
の

選
択
可
）・
Ｂ
Ｇ
Ｍ
で
制
作
し
ま
す
。

▪
完
成
品
持
込
…
広
告
主
が
制
作
し
た
Ｃ

Ｍ
を
放
送
し
ま
す
。

◇
Ｃ
Ｍ
の
時
間
・
広
告
料

―
問
合
せ
―

　

地
域
振
興
課  

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
係

　

℡
99
‐
２
０
８
０

形　態 時　間 広告料 放送期間

ケーブル　
テレビ制作

15 秒以内 3,000 円

10 日以内
1 日 9 回

30 秒以内 4,000 円

60 秒以内 5,000 円

完成品
持込

15 秒以内 2,000 円

30 秒以内 3,000 円

60 秒以内 4,000 円

※ケーブルテレビ制作でナレーションをつける場合は、
　1,000 円加算
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―
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
―

　
皆
さ
ま
の
声
に
お
答
え
し
ま
す

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
2
名
の
方
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
い

た
だ
い
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

地
域
活
性
化
施
設
（
旧
浜

坂
高
校
温
泉
校
）
の
活
用

　

旧
浜
坂
高
校
温
泉
校
の
活
用
に
つ
い

て
提
案
し
ま
す
。

①
ゆ
め
っ
こ
認
定
こ
ど
も
園
の
移
転

　

個
人
的
な
感
覚
か
も
し
れ
な
い
が
、

玄
関
を
入
っ
た
時
か
ら
天
井
が
低

く
、
暗
く
て
圧
迫
感
や
陰
気
な
イ

メ
ー
ジ
を
受
け
、
の
び
の
び
感
が
少

な
い
。
通
園
も
バ
ス
を
利
用
し
て
お

り
、
保
護
者
の
負
担
増
に
は
な
ら
な

い
と
思
う
。

②
高
齢
者
が
集
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
る
場
所
の
設
置

　

高
齢
者
が
自
由
に
気
楽
に
集
い
、
趣

味
・
娯
楽
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
、
健
康
増
進
や
園
児

と
の
交
流
も
図
れ
る
の
で
は
と
考
え

る
。

③
ゆ
め
っ
こ
認
定
こ
ど
も
園
跡
を
障
が

い
者
自
立
支
援
の
た
め
の
施
設
と
し
て

活
用

（
74
歳　

男
性
）

　

地
域
活
性
化
施
設
は
、
平
成
19
年
3

月
に
浜
坂
高
校
温
泉
校
の
閉
校
後
、
兵

庫
県
か
ら
譲
り
受
け
、
平
成
21
年
4
月

に
設
置
し
た
施
設
で
す
。
当
施
設
の
使

用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
の
雇
用
創
出
、産
業
振
興
、

人
材
育
成
、
そ
の
他
町
の
発
展
に
資
す

る
と
見
込
ま
れ
る
事
業
を
行
う
と
い
う

条
件
で
、
使
用
者
の
公
募
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
決
定
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

ご
意
見
い
た
だ
き
ま
し
た
ゆ
め
っ
こ

認
定
こ
ど
も
園
の
移
転
に
つ
き
ま
し
て

は
、
移
転
費
用
及
び
改
修
費
用
に
多
額

の
費
用
を
要
す
る
こ
と
や
施
設
を
使
用

す
る
方
は
公
募
で
決
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
難
し
い
状
況
で
す
。

　

地
域
活
性
化
施
設
は
、
兵
庫
県
か
ら

譲
り
受
け
て
今
年
で
9
年
に
な
り
ま

す
。
現
在
も
引
き
続
き
、
使
用
者
の
公

募
を
行
っ
て
お
り
、
施
設
の
使
用
に
つ

い
て
問
い
合
わ
せ
も
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
今
後
も
使
用
者
が
決
定
し
な
い

場
合
は
、
こ
れ
ま
で
の
公
募
の
条
件
の

見
直
し
を
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
商
工
観
光
課
長　

岩
垣
廣
一
）

　

ゆ
め
っ
こ
認
定
こ
ど
も
園
は
、
平
成

17
年
4
月
に
6
つ
の
幼
稚
園
、
2
つ
の

保
育
園
を
統
合
し
、
園
児
の
教
育
、
保

育
の
充
実
強
化
及
び
園
児
と
地
域
の
ふ

れ
あ
い
交
流
を
図
る
総
合
的
な
子
育
て

支
援
の
拠
点
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し

た
。

　

現
在
あ
る
町
内
の
学
校
園
の
中
で
は

唯
一
の
木
造
建
築
の
園
舎
で
、
木
の
ぬ

く
も
り
や
心
地
よ
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

玄
関
部
分
以
外
は
天
井
が
高
く
開
放

感
が
あ
り
、
図
書
室
、
子
育
て
相
談
室

や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
す
る

な
ど
充
実
し
た
施
設
で
、
保
護
者
か
ら

も
一
定
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

よ
っ
て
、
ご
提
案
の
あ
り
ま
し
た
こ

ど
も
園
の
移
転
、
別
の
用
途
で
の
利
用

は
現
段
階
で
は
考
え
に
く
い
た
め
、
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
こ
ど
も
教
育
課
長　

西
村
徹
）

町政のうごきから

　

仮
に
、
ゆ
め
っ
こ
認
定
こ
ど
も
園
を

地
域
活
性
化
施
設
に
移
転
す
る
と
し
た

場
合
、
ご
提
案
の
よ
う
に
高
齢
者
が
集

う
場
所
を
併
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高

齢
者
と
園
児
と
の
交
流
が
図
れ
、
お
互

い
に
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
も
た
ら
さ
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
園
児
は
、
高
齢

者
か
ら
礼
儀
や
昔
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

に
な
り
、
高
齢
者
を
い
た
わ
る
気
持
ち

も
身
に
つ
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
高
齢

者
も
、
園
児
と
の
触
れ
合
い
が
毎
日
に

張
り
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、

運
動
に
も
な
る
た
め
、
元
気
に
な
っ
て

健
康
に
も
良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、施
設
の
改
修
費
用
、

職
員
へ
の
負
担
、
安
全
面
な
ど
、
検
討

す
べ
き
問
題
が
多
く
、
実
現
は
困
難
で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
に
は
障
が
い
者
自
立
支

援
の
た
め
の
施
設
が
不
足
し
て
い
る
現

状
で
あ
り
、
ご
提
案
の
よ
う
に
今
後
拡

充
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
基
本
的
に
は
社
会
福
祉
法

人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
法
人
に
よ
る
運

営
が
望
ま
し
く
、
町
と
し
て
は
公
共
施

設
の
利
活
用
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
の
法

人
誘
致
に
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
健
康
福
祉
課
長　

森
本
彰
人
）
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「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案を書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

中
国
語
講
座
の
開
設
を

　

文
化
面
の
充
実
を
図
る
一
案
と
し
て

提
案
し
ま
す
。

　

英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
の
3
外
国

語
は
、
今
や
観
光
発
展
に
は
不
可
欠
な

も
の
で
す
。
と
り
わ
け
中
国
語
は
訪
日

外
国
人
の
中
で
も
多
数
派
の
言
語
で
あ

り
、
デ
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー
等
で
も
普

通
に
注
意
・
案
内
の
放
送
が
流
れ
て
い

ま
す
。

　

有
志
に
よ
る
会
話
教
室
は
あ
り
ま
し

た
が
、
運
営
面
で
も
資
金
不
足
や
講
師

不
足
で
不
安
定
な
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、年
間
を
通
し
て
月
2
回（
年

24
回
）
の
中
国
語
講
座
を
町
が
開
設
し

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
1
回
5
千
円

の
講
師
料
（
約
2
時
間
）
を
払
え
ば
中

国
出
身
の
方
を
雇
え
る
と
思
い
ま
す
。

（
竹
田　

中
村
善
明
さ
ん
）

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
全
国
の
観
光
地

を
訪
れ
る
訪
日
外
国
人
の
中
で
も
中
国

や
韓
国
な
ど
の
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
の
観

光
客
が
多
く
、
都
市
部
の
公
共
施
設
や

デ
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
人
が
多

く
集
ま
る
場
所
で
は
、
多
言
語
に
よ
る

案
内
放
送
や
掲
示
板
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
も
２
０
２
０
年
に
開

催
さ
れ
ま
す
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
、
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客

の
目
標
人
数
を
年
間
４
０
０
０
万
人
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
町
の
観
光
発
展
を
考
え
る
と

き
、
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
な
ど
に

よ
る
文
化
交
流
は
、
不
可
欠
な
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
町
で
も
日
本
語
・
英
語
・

中
国
語
・
韓
国
語
な
ど
、
多
言
語
に
よ

る
観
光
案
内
の
説
明
文
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
な
ど
の
作
成
に
少
し
ず
つ
努
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
公
民

館
講
座
な
ど
で
「
中
国
語
講
座
」
を
開

設
し
て
は
ど
う
か
と
の
ご
提
案
で
あ
り

ま
す
が
、
町
で
は
昭
和
63
年
か
ら
平
成

18
年
ま
で
の
約
19
年
間
、
温
泉
公
民
館

で
「
中
国
語
講
座
」
を
開
催
し
、
講
座

終
了
後
は
受
講
生
に
よ
る
自
主
的
な

活
動
と
し
て
継
続
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
皆
さ
ん
に
ご
尽
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
公
民
館
講
座
と
し
て
本
格

的
な
「
中
国
語
講
座
」
を
開
催
す
る

か
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
要
望
を
把
握
し
て
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
生
涯
教
育
課
長　

川
夏
晴
夫
）

　

ご
提
案
の
よ
う
に
、
町
内
で
も
観

光
施
設
な
ど
に
お
い
て
、
英
語
・
中

国
語
・
韓
国
語
の
必
要
性
が
増
し
て

い
る
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
言
語
に
堪
能

な
人
材
が
不
足
し
て
い
る
状
況
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
人
の
外
国
語

の
習
得
に
つ
き
ま
し
て
は
、
受
益
者
の

負
担
で
な
さ
れ
る
べ
き
面
も
あ
る
た

め
、
町
民
向
け
の
英
会
話
教
室
や
韓
国

語
教
室
な
ど
は
、
国
際
交
流
協
会
の
会

員
が
主
体
と
な
り
、
月
額
千
円
程
度
の

会
費
で
自
主
運
営
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
町
で
は
、
近
隣
の
大
学
に
留
学

し
て
い
る
外
国
人
留
学
生
を
紹
介
す
る

な
ど
、
講
師
確
保
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

例
外
と
し
て
、町
内
に
在
住
す
る
が
、

基
礎
的
な
日
本
語
が
理
解
で
き
ず
に
不

自
由
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る
外
国
人
の

方
へ
の
「
日
本
語
教
室
」
に
つ
い
て
は
、

防
犯
・
防
災
な
ど
、
日
本
で
生
活
さ
れ

る
う
え
で
最
低
限
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
兵
庫
県
の
国
際
交
流
協
会
な
ど
か

ら
支
援
を
受
け
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
り
無
償
で
開
催
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
町
国
際
交
流
協
会
の
取
組
を
ご
参

考
に
さ
れ
な
が
ら
、
中
国
語
教
室
の
自

主
運
営
に
つ
い
て
も
ご
検
討
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
商
工
観
光
課
長　

岩
垣
廣
一
）

町政のうごきから
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0
※
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
奇
数
月
に
そ

の
回
答
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で
紹
介
し
ま

す
。
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
年
２
回
ま

で
（
内
容
に
よ
っ
て
は
個
別
に
お
答
え

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）、
３
回
目
以

降
は
個
別
に
お
答
え
し
ま
す
。
ご
提
案

い
た
だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の
都
合
で

一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い　

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

ＮＨＫラジオ 「歌の日曜散歩」 公開生放送

▼と　　き　3 月 18 日（日）
　　　　　　午前 9 時 45 分～ 11 時 50 分
　　　　　　（午前 9 時開場）
▼と  こ  ろ　夢ホール
▼出　　演　杉原満アナウンサー
　　　　　　石山智恵キャスター
▼放送予定　3 月 18 日（日）
　　　　　　午前 10 時 5 分～ 11 時 50 分

　昨年 12 月 1 日の新温泉ラジオ放送所の開局を記念して、ＮＨＫラジ
オ「歌の日曜散歩」の公開生放送を実施します。この番組では、リスナー
からのリクエストに応え、思い出の曲などをかけながら、全国各地の話
題を届けます。観覧をご希望の方は、次の要領でお申込みください。

▼申込方法
　郵便往復はがき（私製を除く）の、往信用裏面

に「郵便番号、住所、氏名、電話番号」を、返
信用表面に「郵便番号、住所、氏名」を明記し
てお申込みください。

※観覧は無料ですが、入場整理券が必要です。
▼申込期限　2 月 23 日（金）必着
▼申  込  先　〒 669-6792　新温泉町浜坂 2673-1
　新温泉町役場 企画課 「歌の日曜散歩」係
※応募多数の場合は抽選となります。
※詳しくは、12 月 14 日配布のチラシをご覧く

ださい。

－問合せ－
・ＮＨＫ神戸放送局　℡ 078-252-5000
　URL　http://www.nhk.or.jp/kobe/
・役場企画課 広報情報係　℡ 82-5624

料金受取人払郵便

差出有効期間
平成30年3月
10日まで

（切手を貼らずに
出してください）

豊岡局承認

1794
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主
と
し
て
、
子
ど
も
の
泌
尿
器
科
疾
患
で

す
。
大
き
く
分
け
て
、
夜
間
多
尿
型
と
夜
間

頻
尿
型
が
あ
り
ま
す
。

　

夜
間
多
尿
型
は
、
夕
方
以
降
に
口
渇
感
か

ら
多
量
に
水
分
を
摂
取
す
る
習
慣
が
あ
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
あ
る
種
の
ホ
ル
モ

ン
異
常
や
腎
臓
の
異
常
の
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
夜
間
頻
尿
型
は
、
難
治
性
で
膀
胱
未
熟

型
と
も
言
え
ま
す
。
ま
た
、
夜
尿
症
は
遺
伝

的
な
要
素
も
あ
り
、
両
親
と
も
に
夜
尿
症
の

既
往
が
あ
る
と
75
％
の
子
ど
も
が
夜
尿
症
に

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

治
療
は
な
か
な
か
大
変
で
、
完
全
に
治
す

方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夜
間
多
尿
型
は
、
眠

前
に
抗
利
尿
ホ
ル
モ
ン
剤
を
点
鼻
ま
た
は
服

用
し
ま
す
。
確
実
に
夜
間
の
尿
量
は
減
少
し

ま
す
が
、
根
治
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。
短
期
間

（
例
え
ば
修
学
旅
行
）
な
ら
ば
期
待
で
き
ま

す
。
た
だ
、
夕
方
以
降
の
水
分
摂
取
を
完
全

に
控
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
水
分
を
と
る

と
、
尿
は
出
な
い
の
で
体
内
浮
腫
と
な
り
ま

す
。
夜
間
頻
尿
型
で
は
、
膀
胱
の
過
敏
性
を

抑
え
る
薬
を
服
用
し
ま
す
。
効
果
は
不
安
定

で
、
効
く
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
配
な
場

公
立
浜
坂
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

合
は
両
剤
を
服

用
し
て
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
就

眠
後
に
起
こ
す

方
法
も
あ
り
ま

す
。
あ
ま
り
推
奨
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
膀
胱
容

量
が
少
な
い
場
合
は
、
入
眠
後
3
時
間
以
上

経
過
し
て
か
ら
起
こ
し
て
ト
イ
レ
排
尿
さ
せ

ま
す
。
大
事
な
睡
眠
が
障
害
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
意
見
も
多
い
で
す
。

通
常
、
子
ど
も
は
睡
眠
が
深
く
、
尿
意
で
目

が
覚
め
る
の
は
15
歳
以
後
で
、
こ
の
深
い
睡

眠
が
成
長
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
に
関
係
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
お
ね
し
ょ
ブ
ザ
ー
法
が
あ
り
ま

す
。
下
着
の
中
に
セ
ン
サ
ー
を
装
着
し
、
濡

れ
る
と
ブ
ザ
ー
が
な
る
仕
組
み
で
、
市
販
さ

れ
て
い
ま
す
。
最
初
は
ブ
ザ
ー
が
鳴
っ
て
も

起
き
な
い
の
で
家
族
が
起
こ
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
6
～
12
カ
月
続
け
る
と
、
膀
胱
が
収

縮
し
よ
う
と
す
る
と
条
件
反
射
で
目
が
覚
め

ま
す
。
こ
の
方
法
だ
け
が
根
治
性
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
泌
尿
器
科
部
長　

谷
風
三
郎
）

【 
第
4
回 

】　
「 

夜
尿
症
（
お
ね
し
ょ
）」
に
つ
い
て

　　　　契 約 請 負 状 況   （250 万円以上で競争入札に付したもの )

工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名

旧照来小学校校舎
棟解体撤去工事 桐岡 旧照来小学校校舎棟解体撤去

工事 1.0式 29,160,000 平成 29 年 11 月 30 日～ 
平成 29 年 12 月 25 日 ㈱森田材木店

（平成 29年 11月 16日～平成 29年 12月 15日契約分）

【広告】



14広報しんおんせん（1月号）

H30（2018）.1.1

―
農
業
委
員
会
情
報
№

125
―

▼
問
合
せ　

農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

℡
82
‐
５
６
２
６

さ
れ
ま
し
た
松
元
け
い
子
と
申
し
ま

す
。
川
元
勝
利
前
会
長
と
同
様
に
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
の
役
割
は
農
業
・
農
村
を

守
り
、
農
業
を
育
て
、
農
業
を
前
へ
進

め
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
し
く
就
任
し
た
委
員
一
同
、
一
致
団

結
し
、
国
の
示
す
「
農
地
利
用
最
適
化

の
推
進
」
を
実
行
す
る
た
め
、
町
の
農

業
及
び
町
の
活
性
化
に
向
け
て
大
き
な

目
標
を
持
ち
な
が
ら
精
一
杯
努
力
す
る

所
存
で
す
。

　

本
年
も
町
民
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
…

　

現
在
、
全
国
的
に
少
子
・
高
齢
化
、

人
口
減
少
な
ど
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。ま
た
、

平
成
30
年
か
ら
は
米
政
策
見
直
し
に
伴

い
、米
の
直
接
支
払
交
付
金（
７
５
０
０

円
／
10
ａ
）
が
廃
止
と
な
り
ま
す
。
わ

が
町
の
農
業
も
従
事
者
の
大
半
が
60
歳

か
ら
70
歳
代
で
あ
り
、
高
齢
化
に
伴
う

離
農
、
農
地
の
荒
廃
や
鳥
獣
被
害
な
ど

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
年
を
ご
家
族
お

そ
ろ
い
で
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ

と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

新
温
泉
町
農
業
委
員
会
に
対
し
ま
し
て

格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心

よ
り
厚
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
た
び
、
国
の
制
度
改
正
に
よ
り

農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
選
挙
か
ら
町

長
の
選
任
制
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
新

温
泉
町
農
業
委
員
も
昨
年
10
月
の
改
選

に
お
い
て
、
農
業
委
員
11
名
と
新
た
に

各
地
域
で
活
動
し
て
い
た
だ
く
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
7
名
が
任
命
さ

れ
、
合
計
18
名
の
新
体
制
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
し
い
農
業
委
員

会
の
会
長
と
し
て
11
月
1
日
よ
り
選
出

が
顕
著
に
見
ら
れ
ま
す
。

◆
課
題
解
決
に
向
け
た
新
た
な
取
組
…

　

農
業
委
員
会
で
は
こ
れ
ら
の
課
題
を

踏
ま
え
、
高
齢
に
な
っ
て
も
栽
培
可
能

で
鳥
獣
被
害
を
受
け
に
く
い
作
目
に
着

眼
し
て
「
エ
ゴ
マ
」
の
栽
培
に
昨
年
か

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
エ
ゴ
マ
」

は
シ
ソ
科
の
一
年
草
で
『
α
‐
リ
ノ
レ

ン
酸
』
が
多
く
含
ま
れ
、
健
康
に
良
い

食
品
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。昨
年
は
町
、

新
温
泉
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
支

援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
農
業
委
員
会
で

試
験
栽
培
を
行
っ
た
実
証
圃（
約
10
ａ
）

と
委
員
個
人
の
圃
場
面
積
を
含
め
ま
す

と
約
80
ａ
を
栽
培
し
ま
し
た
。
現
在
は

「
エ
ゴ
マ
」
を
「
エ
ゴ
マ
油
」
に
商
品

化
す
べ
く
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
農

家
へ
「
エ
ゴ
マ
」
栽
培
を
広
め
て
い
き
、

６
次
産
業
化
を
図
り
、
将
来
の
新
温
泉

町
の
特
産
物
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
農
業
委
員
会
活
動
…

　

ま
た
、
現
地
の
抱
え
る
課
題
か
ら
、

今
後
の
農
業
の
あ
り
方
、
目
標
等
に
つ

い
て
協
議
・
調
整
集
約
し
て
、
集
落
の

活
性
化
等
に
向
け
て
町
長
や
兵
庫
県
農

業
会
議
に
建
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

定
例
総
会
に
つ
い
て
は
毎
月
１
回
開
催

し
、
農
地
法
に
基
づ
く
農
地
の
権
利
移

動
・
転
用
等
の
許
認
可
の
審
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
加
え
て
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
遊
休
農
地
拡
大
の
阻
止
、
農

地
復
旧
へ
の
取
組
、
更
に
は
農
地
法
の

研
修
会
等
の
活
動
、
町
内
の
小
学
校
で

の
地
産
地
消
の
食
農
活
動
、
高
齢
者
大

学
園
芸
講
座
へ
の
講
師
派
遣
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
つ
き

ま
し
て
は
、
各
地
域
の
農
会
長
、
集
落

営
農
組
合
、
認
定
農
業
者
等
の
方
々
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
、
遊
休
農
地
再
発

防
止
や
担
い
手
へ
の
集
積
を
進
め
る
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

わ
が
町
に
お
い
て
、
農
地
は
自
然
環

境
を
守
る
と
て
も
大
切
な
宝
で
す
。
所

有
者
及
び
集
落
と
も
に
適
正
な
耕
作
管

理
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す
。

　

ま
た
、
集
落
内
の
無
許
可
に
よ
る
農

地
の
違
反
転
用
等
は
さ
せ
な
い
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、
農

地
法
に
関
す
る
こ
と
等
に
つ
き
ま
し
て

は
農
業
委
員
、
地
域
担
当
の
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
ま
た
は
事
務
局
に
お

気
軽
に
ご
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
年
も
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新温泉町農業委員会長
松元けい子
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国民年金からのお知らせ

　国民年金のご相談・手続きについては下記までお
問合せください。

－問合せ－
日本年金機構豊岡年金事務所　℡（0796）22-0945
町民課　戸籍年金係　℡（0796）82-5621
温泉総合支所　地域振興課　℡（0796）92-1131

　～新成人のみなさんへ～　　　　　　　
20 歳になったら国民年金

　国民年金は、年をとったときやいざというときの
生活を、現役世代みんなで支えようという考えで作
られた仕組みです。
　具体的には、若いときに公的年金に加入し保険料
を納め続けることで、年をとったときや、病気やケ
ガで障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなった
ときに、年金を受け取ることができる制度です。
◆国民年金のポイント
▽将来の大きな支えになります
　国民年金は 20 歳から 60 歳までの人が加入し、

保険料を納める制度です。国が責任をもって運営
するため、安定していますし、年金の給付は生涯
にわたって保障されます。

▽老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか

障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病
気や事故で障害が残ったときに受け取れます。ま
た遺族年金は、加入者が死亡した場合、その加入
者により生計を維持されていた遺族（「子のある
配偶者」や「子」）が受け取れます。

◆「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」
▽「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の

所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付
が猶予される制度です。対象となる学生は、学校
教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高
等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校（修
業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の
日本分校に在学する方です。

▽「納付猶予制度」
　学生でない 50 歳未満の方で、ご本人及び配偶者

の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の
納付が猶予される制度です。

※平成 28 年 6 月以前の期間は、30 歳未満であっ
た期間が対象となります。

　お正月飾りにするウラジロの仲間に、同じよう
に葉裏が白いコシダ（小羊歯）があります。
　コシダは日当たりのいい崖の斜面や林の中に生
えています。ウラジロと一緒に生えているところ
もあります。町内では海岸沿いで見られますが、
標高が少し高いところでは見当たりません。四国
など南国を旅すると、道端の斜面一面に群生して
いるのが見られるので、暖地性のものかもしれま
せん。
　葉は艶のある薄い緑色で長さは 20 ～ 30㎝、
茎は褐色の細い茎で、胞子は葉裏の中

ちゅうろく

肋（羽片の
主脈）沿いに１列に並んでつきます。春先、前年
枝の真ん中から新芽を出して二又を繰り返して伸
びるので、高さは 2 ｍほどにもなります。
　先日、通りがかりに二日市の農道にあるコシダ
の崖を覗いてみますと、群生がずいぶん広がって
いました。最近はコシダ以外にも、オオバノハチ
ジョウシダ、イワヤシダ、コモチシダなどの暖地
性のシダがよく見られるようになりました。温暖
化の影響なのでしょうか。
　お正月飾りに用いるウラジロは、葉裏が白いこ
とから「清廉潔白」、左右対称の葉形から「夫婦
円満」、葉の上に新芽が伸び、更に新芽が重なる
ので「一族の繁栄」を願う意味が込められている
ということです。
　しめ縄にウラジロを添えて迎える毎年のお正
月。幼いころからお正月が来るたびに、人として
の生き方を教えられていたような気がします。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん

コシダ
（ウラジロ科）

 野草散歩（85)
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「1月のおすすめの本」
ご案内

100歳の生きじたく
吉沢久子著/さくら舎

　大人気の吉沢久子さんが100歳を目前
に語る『生きじたく』とは。「一人での暮ら
しは孤独ではないし、今日は一日しかな
いと心に留めていれば、いつボケても死
んでも後悔はありません」、そんな久子さ
んの元気パワーの秘訣をどうぞ。

続  バリアフリー温泉で家族旅行
山崎まゆみ著/昭文社

　体が不自由な方や高齢者でも温泉旅行
は楽しめます。この本は、車いすでも利
用でき、スタッフが心から歓迎してくれ
る全国のバリアフリーの宿を多数紹介。
温泉をあきらめていた方々にぜひおすす
めのガイドブック。

農家が教えるもち百珍
　農文協編

　もちの大好きな方必見！使い捨てカイ
ロでカビを防ぐ方法や、みかん・りんご
などのフルーツ餅、アスパラ・ワカメ・
納豆を使った餅、凍り餅・かゆっこ餅な
ど全国の農家が教える秘伝の絶品もちの
レシピを多数紹介。

西郷隆盛　上・下
小前亮 作 / 小峰書房

　2018 年の大河ドラマの主人公、西郷
隆盛。薩摩藩の貧しい武士の家に生まれ、
出世や物欲にとらわれず、忠義に厚い大
きな器と人間性の豊かさで多くの人に慕
われた明治維新のリーダーである西郷ど
んの生涯を子どもにも読みすく描いた物
語。

じょやのかね
とうごうなりひさ作・絵 / 福音館書店

　大晦日に年越しそばを食べて、お父さ
んと初めて除夜の鐘をつきに行くのを楽
しみにする少年のほのぼのとした姿と、
お寺に集まる人々のなつかしい風景など、
新年を迎える喜びを白黒の美しい版画で
描いた絵本。

 

　

TEL（0796）82-5251

おはなし会　　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びや簡
単な折り紙などをします。
◆1月13日（土）　午後2時～
　『おしょうがつ』 他
大人が楽しむおはなし会　    
昔話、名文、季節の話など何でも参加者
で楽しみましょう。
◆1月19日（金）　午前10時30分～
　『正月の唄や詩を楽しみましょう』
休館日のお知らせ 　　　　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10 時～午後 6 時
土・日曜日　午前 10 時～午後 5 時
蔵書点検による休館   　   　
1月22日～ 2月1日の間、蔵書点検のた
め休館とします。（移動図書館車は通常
どおり運行します。）
読書通帳をご利用ください   
図書館では借りた本を記録できる「読
書通帳」をご希望の方に発行していま
す。子どもさんと一緒に楽しんだ絵本
の思い出、自分だけの読書コレクショ
ンの記録など、幅広く活用していただ
けます。１冊達成した方には通帳入れ
をプレゼントします。ぜひ、ご利用く
ださい！

加藤文太郎
記念図書館

広報しんおんせん（1月号） 16

1 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

2 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28

は休館日
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「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
」
再
審
査
の
年

に
あ
た
っ
て

　

平
成
30
年
は
「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
」
の
審
査
の
年
で
す
。

　

平
成
22
年
に
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」

に
認
定
さ
れ
て
か
ら
は
3
回
目
、「
ユ

ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
認
定
さ

れ
て
か
ら
は
最
初
の
審
査
と
な
り
ま

す
。
昨
年
は
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
（
Ｊ
Ｇ

Ｎ
）
の
審
査
を
受
け
ま
し
た
が
、
お
知

ら
せ
し
た
よ
う
に
組
織
や
運
営
等
に
つ

い
て
い
く
つ
か
の
指
摘
を
受
け
ま
し

た
。
こ
れ
は
2
年
以
内
の
改
善
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
ユ
ネ
ス
コ
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
し
て
の
評
価
に
も
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、
推
進
協
議
会
と
し

て
は
事
務
局
を
中
心
に
英
知
を
結
集

し
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
目
指
す

と
こ
ろ
を
共
有
し
、
各
地
域
や
活
動
組

織
と
連
携
し
な
が
ら
、
一
体
感
の
あ
る

取
組
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡　

82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう
　 シリーズ 92

　

平
成
29
年
5
月
現
在
、
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
は
33
ヶ
国
・
１
２
７
ヶ
所
、

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
は
43
ヶ
所
と
な
り

ま
し
た
。

ん
。
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
な
る
こ
と
を

目
標
に
取
り
組
ん
で
き
た
段
階
と
は
違

い
、
今
度
は
こ
の
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
を
活
用
し
、
住
民
が
一
体
と
な
っ
て

一
層
活
力
の
あ
る
活
動
を
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
年
に
あ
た
り
、
わ
が
町
で
は
ど
の

よ
う
な
活
動
が
で
き
る
か
、
提
案
や
実

践
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

▲見学会で地域の食事を楽しむ参加者

　
　
　
　
　

 

　

◎
新
温
泉
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
温
泉
総
合
支
所
内
）

　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

▽
連
絡
先　

℡
92
‐
２
０
７
０（
直
通
）

◆
Ｎ
さ
ん
（
60
歳
）
女
性

　

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
「
部
分
か
つ

ら
が
な
ん
と
2
万
円
。
残
数
わ
ず
か
に
な

り
ま
し
た
。
注
文
は
今
す
ぐ
に
」
と
実
演

販
売
を
し
て
い
た
。
簡
単
に
装
着
で
き
そ

う
で
出
演
者
が
つ
け
た
感
じ
も
良
か
っ
た

の
で
電
話
で
注
文
し
た
。
商
品
が
届
き
装

着
し
よ
う
と
し
た
が
、
簡
単
に
で
き
な
い

し
、
髪
の
色
も
自
分
の
毛
色
と
は
違
う
。

電
話
で
返
品
し
た
い
と
伝
え
る
と
「
返
品

は
で
き
ま
せ
ん
。
放
送
時
に
も
注
文
を
受

け
た
時
に
も
説
明
し
て
い
ま
す
」
と
断
ら

れ
た
。
注
文
時
に
説
明
を
受
け
た
か
ど
う

か
覚
え
て
い
な
い
し
、
テ
レ
ビ
画
面
で
は

気
付
か
な
か
っ
た
。
昨
日
届
い
た
ば
か
り

な
の
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
た
い
。

■
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
で
き
ま
せ
ん
！

　

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
通
信
販

売
で
は
、
情
報
を
得
て
自
ら
申
し
込
む
た

め
、
不
意
打
ち
性
が
な
い
こ
と
か
ら
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
の
適
用
は
あ
り
ま
せ

ん
。

■
返
品
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
！

　

通
信
販
売
の
場
合
は
、
販
売
業
者
が
返

品
に
つ
い
て
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
返
品
不
可
」
と
表
示
さ
れ
て
い
れ
ば
返

品
が
で
き
ま
せ
ん
。
申
込
み
前
に
し
っ
か

り
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
返
品
」
に
つ
い
て

記
載
が
な
い
場
合
は
、

商
品
到
着
後
８
日
間
は
、
送
料
を
負
担
す

る
こ
と
で
返
品
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
開
封
し
た
商
品
や
、
通
電
し

た
家
電
製
品
な
ど
は
返
品
で
き
な
い
こ
と

が
多
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
商
品
に
問
題
が
あ
る
場
合
は
!?

　
「
壊
れ
て
い
る
」「
キ
ズ
が
あ
る
」
な

ど
の
場
合
は
、
返
品
制
度
に
関
わ
ら
ず
、

販
売
業
者
に
早
め
に
申
し
出
ま
し
ょ
う
。

■
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　
「
商
品
の
価
格
や
支
払
方
法
」「
サ
イ
ズ

や
色
」「
使
用
方
法
」「
返
品
可
否
や
条
件
」

な
ど
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
わ
か

ら
な
い
場
合
は
、
申
込
時
に
尋
ね
ま
し
ょ

う
。

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
い
!? 
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まちの求人案内

平成 29 年 12 月 13 日現在
―情報提供元―　ハローワーク香住　℡（0796）36-0136

　（常　用）

　（パート）

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

浜坂七釜温泉病院 看護師 18 以上 200 ～ 220
准看護師 18 以上 200 ～ 210

㈱マルワ渡辺水産
旅館の営業 不問 350
営業部長兼支配人 不問 250 ～ 400
鮮魚係 不問 170 ～ 250

㈱メフォス 給食調理 69 以下 145 ～ 250
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売員 40 以下 160 ～ 250
アートライフタニタ 販売員 18 以上 150 ～ 230
㈱ハマコン 測量士 59 以下 158 ～ 270
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 18～ 40 141 ～ 149
㈱ナカケー 店舗マネジメント 不問 200 ～ 230
フジッコ㈱ 製造職 18 以上 151 ～ 168
㈲山本工務店 型枠大工（見習い可） 不問 162 ～ 324

たじま農協

訪問介護員 不問 131 ～ 137
介護員 不問 184
看護師 不問 226 ～ 230
調理業務 不問 150

㈱リフティングブレーン 作業員 不問 194 ～ 224
㈲西浦建築 大工 不問 260 ～ 380

㈲山米鮮魚
水産加工員 不問 155 ～ 180
一般事務職 40 以下 160 ～ 180
販売員 不問 160 ～ 180

㈱関西開発測量事務所 測量設計調査 不問 180 ～ 240
㈱森昌食品 製造職 不問 138 ～ 142
㈱田中工業所 配管工、浄化槽管理 18 以上 180 ～ 250

にーず 看護職 不問 173 ～ 208
介護職 不問 149

㈱大有工舎 現場監督 不問 185 ～ 350
光栄自動車整備㈱ 携帯電話販売員 59 以下 175 ～ 185
㈱織戸組 現場作業員 不問 169 ～ 308
㈱マル海渡辺水産 事務員 18 以上 180 ～ 210

山陰道路㈱ 電気設備工事施工 18 以上 170 ～ 320建築施工管理 18 以上
山陰造園土木㈱ 現場技術者 45 以下 200 ～ 350

（温泉地域）

㈱井筒屋

客室スタッフ 18～ 60 229 ～ 249
販売接客スタッフ 18 以上 142 ～ 151
フロントスタッフ 60 以下 165 ～ 261
料飲スタッフ 18～ 60 165 ～ 261

全但バス㈱ バス運転手 18～ 59 183 ～ 184
総合事務職 34 以下 156 ～ 185

特別養護老人ホームやすらぎの里
看護師・准看護師 不問 204 ～ 277
介護職 18 以上 192 ～ 244
管理栄養士 不問 172 ～ 201

㈱西沢製作所 配送運転手 18 以上 147 ～ 156
㈲清美社 下水道維持管理他 45 以下 155 ～ 250
森田歯科医院 歯科衛生士 不問 150 ～ 190

湯快リゾート㈱ ホテル運営 59 以下 200 ～ 300
調理 18～ 59 230 ～ 300

㈱いなば 警備員 18 以上 151 ～ 260

赤坂土建㈱
土木技術者 18 以上 200 ～ 300
一般土木作業員 不問 184 ～ 276
一般事務 18 以上 150

富士綜合警備保障㈱ 綜合警備 18 以上 151 ～ 173
管理職 64 以下 180 ～ 230

ハートフル 理学療法士 不問 210 ～ 270
看護師・准看護師 不問 220 ～ 300

㈱みさき 営業 18 ～ 30 206 ～ 235
㈱警備ひゃく 交通警備 18 以上 143
㈲兵庫ライフサービス フロントスタッフ 18 以上 147 ～ 156
㈱光商会 ガソリンスタンド業務 59 以下 154 ～ 206
㈱湯村温泉愛宕山観光 スキー場・旅館運営 18 以上 145 ～ 160
㈲但馬ビーフはまだ 精肉加工・販売 35 以下 180 ～ 350

特別養護老人ホームゆむら 介護員 18 以上 183 ～ 200
看護師 不問 194 ～ 264

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）
たじま農協 訪問介護員 不問 1,080 ～ 2,400
㈱アペックス 営業 不問 1,250 ～ 1,500

（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産

店内係、惣菜係 不問 1,000
鮮魚係 不問 1,100
一般事務 不問 1,000 ～ 1,300
レジ係 不問 1,100 ～ 1,200
接客・配膳係 不問 1,000
フロント係 不問 1,000 ～ 1,100

㈱エスアール データ入力 不問 1,050 ～ 1,200
吉田歯科医院 歯科衛生士 不問 850 ～ 1,000
日之出管財㈱ 清掃業務 64 以下 850

㈱マル海渡辺水産
事務員 不問 850 ～ 1,000
販売員・
フロアースタッフ 不問 850 ～ 1,200

㈲山米鮮魚 販売・加工 不問 850 ～ 900
㈲西浦建築 設計業務 不問 850 ～ 900

㈱ナカケー 販売員 不問 850 ～ 950
販売・調理 不問 1,050

㈱北兵庫 運転手 18 以上 844
ゴダイ㈱ 販売・陳列他 不問 850 ～ 950

フジッコ㈱ 製造職 不問 845 ～ 850
作業員 18 以上 1,050

㈱コメリ 販売員 不問 844
㈱隆栄水産 ホールスタッフ 不問 1,000
㈱メフォス 調理補助 69 以下 850 ～ 1,000

にーず 運転員、介護員 不問 850
看護職 不問 1,100

（温泉地域）

㈱井筒屋

食事会場スタッフ 不問 950
居酒屋スタッフ 18 以上 900 ～ 950
調理補助・販売接客・
まかない調理 不問 850
ナイトラウンジ 18 以上 1,000
浴場管理業務 18 以上 850

ゴダイ㈱ 販売・陳列他 不問 850 ～ 950

湯快リゾート㈱

フロント予約、レス
トラン、キッチン、
施設管理、洗い場、
清掃、送迎運転

不問 850 ～ 950

ナイトフロント 18 以上 850 ～ 900
売店スタッフ 18 以上 850

特別養護老人ホームやすらぎの里
看護師・准看護師 不問 1,300 ～ 1,400
介護職 不問 950 ～ 1,000
調理員 不問 845

㈱湯村温泉愛宕山観光 事務業務 不問 845 ～ 875
㈱マルワ渡辺水産 配膳・接客係 不問 1,000
森田歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000 ～ 1,200

ケービックス西日本㈱ 作業リーダー候補 不問 900 ～ 1,000
ホテル内業務 不問 845

㈲但馬ビーフはまだ 精肉加工・調理・販売 不問 850 ～ 900
いなば酒販㈱ レジ係 不問 850
㈱ナカケー 販売員 不問 850 ～ 950
特別養護老人ホームゆむら 介護員 18 以上 950 ～ 1,050

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
立道建設㈱ 現場監督員 40 以下 230 ～ 300

土木作業員 40 以下 184 ～ 230
ヤンマーアグリジャパン㈱ 技術職 35 以下 156 ～ 246
小林商事㈱ 整備士 不問 180 ～ 380

　（常　用）

サンシーホール浜坂では、ハローワークから定期的に求
人情報が届き、閲覧ができます。
▼開館時間　午前 8 時 30 分～午後 8 時（※土・日・祝日は休館）
▼問  合  せ　サンシーホール浜坂　℡ 82-1735
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新温泉町文化会館だより
－問合せ－　新温泉町文化会館 ℡ 82-3328

「第 25 回近隣文化祭」を開催しました
　毎年 12 月 4 日から 10 日の一週間は国（法務省）
が定めた「人権週間」です。
　新温泉町では毎年この期間に、文化会館を会場に

「近隣文化祭」を実施しています。本年度は、第 25
回近隣文化祭（サブテーマ：～人と人、地域をつな
ぐ～　実行委員長：京口 2 丁目町内会長　岡部良
一さん）を 12 月 10 日に開催し、300 人を超える
参加者が交流を深めました。
　午前の部では、文化会館教室生や町内在住の方々
などによるシャドーボックス、写真、生け花、竹細
工、手芸、短歌、絵画、和紙折り紙などのたくさん
の作品展示や、文化祭実行委員会と料理教室の皆さ
んによるおでん、カレー、うどん、温泉ゆで卵など

のバザー、茶道教室生によるお茶席、人権啓発アニ
メの上映会などが開かれました。
　午後の部では、小学生「ささゆり」による銭太鼓
の披露と一年間を通して学習した成果の発表、中学
生「ひまわり」による転地学習での学習体験発表、
認知症サポートキャラバンメイトの寸劇、山吹会の
傘踊り、近隣町内会の皆さんのコーラス、太極拳、
フラダンスなどの演目が披露され、出演者と観客が
一体となって大変盛り上がった一日になりました。
　お世話になった各町内会長さんや文化祭実行委員
会、文化会館教室生の皆さんに感謝するとともに、
来館された町民の皆さんに厚くお礼申し上げます。
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　12 月 9 日、加藤文太郎記念図書館で「クリスマスお
はなし会」を行いました。
　親子連れなど約80人が参加し、図書館職員とぶんちゃ
んのおはなしポケットのメンバーによる手品やパネルシ
アター、大型絵本などで少し早めのクリスマス気分を楽
しみました。
　最後にはお待ちかねのサンタさんも登場し、参加者全
員にプレゼントを手渡すと、子どもたちは大喜びしてい
ました。

雪国を満喫

クリスマスのおはなしを楽しんで

　12月14日～ 17日、フィジー出身の南太平洋大学生
で尼崎市の園田女子大学に短期留学しているジェルー
シャ・ナスさんとヴェロニカ・ナーウーケさんの2人が

「雪国ホームステイ」で来町し、雪に恵まれた滞在を楽し
みました。初日は、「そば処春来てっぺん」でのそば打ち
や荒湯での温泉玉子づくりを体験。2日目は、浜坂高校
の授業に参加して生徒と交流。2人は、「大学生に負け
ないぐらい積極的に英語で話しかけてくれて、すばらし
いと思った」と語っていました。

　12 月 11 日、12 日に百歳を迎えられる浅野たけのさ
ん（歌長）に西村町長、社会福祉協議会やすこやかクラ
ブの代表が祝品を届けました。
　浅野さんは、現在介護老人保健施設「ささゆり」（二
日市）に入所されており、新聞や週刊誌を読むのが楽し
みとのことですが、85 歳ごろまでは単車に乗って畑へ
出向くなど農作業に励んでいたそうです。祝品を受け取
ると涙を流され、「100 年も生きてきてうれしい。温か
い家族に恵まれてよくしてもらった」と話されました。

百歳おめでとうございます

広報しんおんせん（1月号）

　12 月 7 日、浜坂多目的集会施設で「宇都野学園 12
月定例講座」を行い、公立浜坂病院職員による「高血圧
を学ぼう」と題した教養講座を 95 人が受講しました。
　総合診療科の迫健太郎医師による総論から始まり、看
護師、臨床検査技師、診療放射線技師、薬剤師、管理栄
養士、理学療法士による各論まで、写真や動画を使った
わかりやすいスライドをもとに 7 人がリレー形式で説
明。受講者は様々な角度から身近な高血圧について学ぶ
ことができました。

高血圧を学ぶ

H30（2018）.1.1
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　11 月 25、26 日、12 月 2、3 日の 4 日間、道の駅山
陰海岸ジオパーク浜坂の郷で「セコガニ祭り」が開催さ
れました。11 月 18 日に浜坂漁港で予定していた「浜
坂みなとカニ祭り」が悪天候により中止となったため、
当日に販売を予定していた加工品などに加えて、新たに
新鮮なセコガニを用意して行われました。
　カニ汁の無料サービス、茹でセコガニやセコガニのク
リームコロッケ、町内産の新鮮な野菜の販売などがあり、
多くの観光客でにぎわいました。

仕切り直しで大盛況

心と体で思いきり笑って

まちの話題すけっちしんおんせ
ん

すけっちしんおんせ
ん

広報しんおんせん（1月号）

　11 月 25 日、夢ホールで「第 2 回地域運営組織研究
事業」を開催し、区長・町内会長ら約 100 人が出席し
ました。兵庫県地域再生アドバイザーの浅見雅之さんに
よる「これからの新しい地域のあり方について」をテー
マにした講演と、地域運営組織の先進地である朝来市の
与布土地域自治協議会と豊岡市の西気明日のいしずえ会
による事例報告を行いました。
　直面する地域課題への処方箋を学ぶ機会として、出席
者は真剣に耳を傾けていました。

今後の地域運営について学ぶ

　12 月 1 日、ラジオ中継放送所（周波数 1233 ｋＨｚ）
が用土地区に開局し、ＮＨＫ大阪ラジオ第一放送を町内
のほぼ全域で聞くことができるようになりました。
　同日、用土ふれあいセンターで行われた開局式典には、
地区住民、ＮＨＫ、町の関係者が出席して開局を祝いま
した。
　この放送所は、災害などで停電しても一週間は自家発
電で中継できます。ＮＨＫが近畿地方でＡＭラジオの中
継局を整備するのは約 50 年ぶりになるそうです。

　12 月 3 日、夢ホールで「よしもと芸人お笑いライブ」
を開催し、テレビなどでお馴染みのシンクタンクをはじ
め、おいでやす小田、モンブラン、ツートライブ、ラニー
ノーズの 5 組が出演しました。
　漫才や歌ネタ、大道芸や一人漫談など、それぞれが自
慢のネタを披露。
　来場者との掛け合いもあり、約 220 人が来場した会
場は最初から最後まで笑いが絶えず、大いに盛り上がり
ました。

クリアな音声でラジオを
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わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H30（2018）.1.1

ご
案
内

広報しんおんせん（1月号）

I N F O R M A T I O N

浜
坂
先
人
記
念
館

但
馬
の
巨
木
写
真
展

　
「
第
14
回
但
馬
の
巨
樹
・
巨
木
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」（
但
馬
巨
木
保
存
会

主
催
）
の
入
賞
作
品
な
ど
約
50
点
を
展

示
し
ま
す
。

七
釜
温
泉
ゆ
～
ら
く
館

新
春
お
年
玉
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

１
月
1
日
～
３
日
の
３
日
間
、
入
浴

さ
れ
た
方
（
２
歳
以
上
）
全
員
に
く
じ

を
引
い
て
い
た
だ
き
、
当
た
り
が
出
た

ら
無
料
入
浴
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ

　

七
釜
温
泉
ゆ
ー
ら
く
館

　

℡
83
‐
１
５
２
６

▼
と
き　

1
月
6
日（
土
）～
17
日（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
5
時

※
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で

「
書
の
ま
ち  

新
温
泉
」　

　
　

町
民
交
流
書
道
展

　

書
道
を
志
す
町
民
（
一
般
）
の
交
流

と
親
睦
の
機
会
と
し
て
、「
第
8
回
『
書

の
ま
ち　

新
温
泉
』町
民
交
流
書
道
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
新
温
泉
町
民
で
書
道

を
愛
好
し
て
い
る
一
般
の
方
（
18
歳
以

下
を
除
く
）
の
書
作
品
約
30
点
を
展
示

し
ま
す
。

▼
と
き　

１
月
20
日（
土
）～
28
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
5
時

※
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で

―
と
こ
ろ
・
問
合
せ
―

　

浜
坂
先
人
記
念
館

　

℡
82
‐
４
４
９
０

※
毎
週
木
曜
日
は
休
館

町
子
ど
も
会　
　
　
　
　

年
賀
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
展

▼
と
き
・
と
こ
ろ

◇
１
月
13
日
（
土
）
～
17
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
と
き
・
と
こ
ろ

◇
１
月
21
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
頃

◇
健
康
公
園
体
育
館

　
（
町
子
ど
も
会
卓
球
大
会
会
場
で
展
示
）

▼
主
催

　

町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

▼
問
合
せ

　

浜
坂
公
民
館　

℡
82
‐
４
３
３
９

公立浜坂病院からのお知らせ

月　　日 医 師 名 専門分野
1月  4日（木）～ 1月   5日（金） 大森　良彦 －
1月  9日（火）～         12日（金） 池畑　美樹 耳
1月16日（火）～         19日（金） 橋本　健吾 鼻
1月23日（火）～         24日（水） 西村　理宇 ー
1月25日（木）～         26日（金） 奥中美恵子 小児耳鼻科
1月30日（火）～ 2月  2日（金） 美内　慎也 耳

  1 月耳鼻咽喉科担当医表 外来の休診

次のとおり休診します。
▼泌尿器科　　1 月 4 日（木）

◆兵庫医科大学耳鼻咽喉科の先生方です。変更がある場合はご了承ください。
公立浜坂病院
　℡ 82-1611
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新
温
泉
町
中
小
企
業
融

資
利
子
補
給
金

　

中
小
企
業
の
経
営
支
援
の
た
め
、
金

融
機
関
か
ら
一
定
の
事
業
資
金
の
融
資

を
受
け
た
場
合
に
町
が
利
息
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
お
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

平
成
25
年
4
月
以
降
に
融
資

を
受
け
た
方
（
過
去
に
利
子
補
給
金

を
３
回
受
け
た
方
は
除
く
）

▼
対
象
と
な
る
融
資　

新
温
泉
町
中
小

企
業
振
興
資
金
及
び
小
規
模
事
業
者

経
営
改
善
資
金
（
マ
ル
経
融
資
）

▼
助
成
額

　

平
成
29
年
1
月
1
日
～
12
月
31
日
ま

で
に
支
払
っ
た
支
払
利
息
の
1
／
2

以
内
（
新
温
泉
町
特
定
創
業
支
援
事

業
の
支
援
を
受
け
た
証
明
書
を
お
持

ち
の
方
は
3
／
4
以
内
）

▼
申
請
期
間

　

1
月
4
日
（
木
）
～
2
月
28
日
（
水
）

▼
申
請
方
法　

必
要
書
類
を
商
工
会
経

由
で
町
へ
提
出

※
申
請
様
式
は
、
商
工
観
光
課
、
温
泉

総
合
支
所
地
域
振
興
課
で
交
付
、
ま

た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ　

商
工
観
光
課

　

℡
82
‐
５
６
２
５

お
知
ら
せ

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
会
議

「
山
陰
海
岸
の
未
来
を
考

え
よ
う
！
」

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

で
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
や
ジ
オ

パ
ー
ク
関
係
者
が
一
堂
に
集
ま
り
、
み

ん
な
で
“
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
あ

れ
こ
れ
”に
つ
い
て
、話
し
合
う
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま

す
。

　

毎
回
２
つ
の
テ
ー
マ
を
設
け
、
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

講
演
会
を
通
し
て
、
話
を
進
め
て
い

き
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
こ
れ
か
ら
の
ジ

オ
パ
ー
ク
活
動
に
生
か
し
て
い
く
も
の

で
す
。

　

参
加
は
無
料
。
ぜ
ひ
、
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

◇
第
1
回　

１
月
26
日
（
金
）

　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

　

ア
ミ
テ
ィ
丹
後

　
（
京
丹
後
市
網
野
町
３
６
７
）

◇
第
2
回　

２
月
４
日
（
日
） 

　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

　

じ
ば
さ
ん
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ 

　
（
豊
岡
市
大
磯
町
1
‐
79
） 

◇
第
3
回　

２
月
19
日
（
月
） 

　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

　

鳥
取
市
民
会
館

　
（
鳥
取
市
掛
出
町
12
）

▼
申
込
方
法　

各
回
、
開
催
日
の
7
日

前
ま
で
に
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
込
み

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

　

事
務
局（
兵
庫
県
豊
岡
総
合
庁
舎
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
７
８
３

　

Fax
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
７
８
５　

　

電
子
メ
ー
ル

　

geopark@
pref.hyogo.lg.jp

試　

験

県
立
大
学
大
学
院
地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

平
成
30
年
度
入
学
者
募
集　

博
士
前
期
課
程（
Ｃ
日
程
）博
士
後
期
課
程（
第
2
回
）

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
や
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
資
源
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
将
来
的
に
携
わ
る
能
力
と

意
欲
に
満
ち
た
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
・
対
象

◇
博
士
前
期
課
程　

12
名

　

大
学
卒
業
者
（
見
込
み
を
含
む
）、

社
会
人
・
留
学
生
（
要
件
あ
り
）

◇
博
士
後
期
課
程　

2
名

　

修
士
課
程
を
修
了
も
し
く
は
同
等
の

学
力
の
あ
る
方

▼
出
願
資
格
認
定
期
間

　

1
月
21
日
（
日
）
～
２
月
3
日
（
土
）

▼
募
集
期
間

　

2
月
7
日
（
水
）
～
20
日
（
火
）

▼
試
験
日　

3
月
4
日
（
日
）

▼
試
験
会
場　

同
大
学
豊
岡
ジ
オ
・
コ

ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス
（
豊
岡
市
）、

同
大
学
神
戸
商
科
キ
ャ
ン
パ
ス
（
神

戸
市
西
区
）

▼
問
合
せ　

同
大
学
豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ

ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス
経
営
部
学
部
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
34
‐
６
０
７
９
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子育てランド（1 月）

広報しんおんせん（1月号）

H30（2018）.1.1

※浜坂子育て支援センターの「わくわくひろば」、温泉子育て支援センターの「なかよしひろば」は
　未登録の方や妊婦の方にもご利用いただけます。
※登録は随時受け付けています。
※都合により日程を変更することがあります。

浜坂子育て支援センター　℡ 82-4152 温泉子育て支援センター  　℡ 92-1095
利用時間 午前 9 時～ 11 時 30 分、午後 1 時～ 3 時 午前 9 時～ 11 時 30 分、午後 1 時～ 3 時

期　日 行事予定 午後 行事予定 午後

  4 日（木）わくわくひろば 大きくなったかな

  5 日（金）わくわくひろば なかよしひろば

  9 日（火）ぶんちゃんのお話し講座（子育て支援センター） お正月遊び開始

10 日（水）わくわくひろば 文ちゃんのおはなしひろば

11 日（木）１歳児ひろば　※要予約 年齢のひろば

12 日（金）わくわくひろば 休 なかよしひろば

15 日（月）わくわくひろば なかよしひろば

16 日（火）２歳児ひろば　※要予約 なかよしひろば

17 日（水）小豆雑煮で鏡開き　防災講座　※要予約 １．１７集会

18 日（木）わくわくひろば なかよしひろば

19 日（金）わくわくひろば なかよしひろば

22 日（月）わくわくひろば なかよしひろば

23 日（火）０歳児ひろば　※要予約 なかよしひろば

24 日（水）わくわくひろば 子育て講座

25 日（木）子育て講座　※要予約 節分の豆いれ作り

26 日（金）わくわくひろば 休 なかよしひろば

29 日（月）わくわくひろば なかよしひろば

30 日（火）わくわくひろば なかよしひろば

31 日（水）わくわくひろば お話の会「紙ふうせん」　午前 10 時 30 分～

まちの子育てひろば（1月）
ひろば名 期日 場所 内容 申込期限 申込先

諸寄まちの子育てひろば
12日（金） 

午前10時～
明星認定こども園 制作（こま） 申込不要 明星認定こども園

℡ 82-4831

大庭まちの子育てひろば
11日（木） 

午前10時～
大庭認定こども園 なかよくお正月遊び 5日（金） 大庭認定こども園

℡ 82-1239

いちごくらぶ
24日（水） 

午前10時30分～
文化会館 楽しく新年会 22日（月） い ち ご く ら ぶ

℡ 080-8525-5093

チビッコサークル
22日（月） 

午前10時～
諸寄基幹集落センター お正月遊び、折り紙、絵本 申込不要 新温泉町社協浜坂支部

℡ 82-1071

紙ふうせん
24日（水） 

午前10時30分～
ゆめっこ認定こども園 絵本の読み聞かせ 申込不要 新温泉町社協浜坂支部

℡ 82-1071

 はまさかの里 年末年始とお盆を除く毎日（午前 10 時～正午、午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分）特別養
護老人ホーム「はまさかの里」1 階ロビーをまちの子育てひろばとして開放しています。

特別養護老人ホームはまさかの里
℡ 82-5533

I N F O R M A T I O N



25 広報しんおんせん（1月号）

H30（2018）.1.1

募　

集

美
方
郡
新
春
囲
碁
将
棋
大
会

▼
と
き　

2
月
25
日
（
日
）

　

午
前
8
時
45
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
対
象　

小
学
生
以
上

▼
部
門

◇
囲
碁
の
部　

Ａ
級
（
4
段
以
上
）、

Ｂ
級
（
初
～
３
段
）、
Ｃ
級
（
１
級

以
下
）

◇
将
棋
の
部　

Ａ
級
（
初
段
以
上
）、

Ｂ
級
（
１
級
以
下
）、
Ｃ
級
（
小
中

学
生
）

※
将
棋
の
部
Ｃ
級
の
参
加
者
で
希
望
者

は
А
級
ま
た
は
Ｂ
級
に
参
加
可

▼
参
加
料
（
弁
当
代
等
）

　

一
般　

１
３
０
０
円

　

小
中
学
生　

７
０
０
円

▼
申
込
期
限　

１
月
31
日
（
水
）

▼
主
催　

美
方
郡
新
春
囲
碁
将
棋
大
会    

　

実
行
委
員
会

▼
問
合
せ

　

浜
坂
公
民
館　

℡
82
‐
４
３
３
９

　

温
泉
公
民
館　

℡
92
‐
１
８
７
０

▼と　　き　2 月 17 日（土）午後 3 時～ 6 時（受付：午後 2 時 30 分～）
▼と  こ  ろ　「ITALIAN RESTAURANT  AL MARE」（岩美町）
▼対  象  者　概ね 25 ～ 45 歳の独身で、
　　　　　　新温泉町、香美町、岩美町、鳥取市、八頭町、若桜町に在住・在勤の方
▼募集定員　男女各 20 名（応募者多数の場合は抽選）
▼参  加  費　男性 3,000 円、女性 2,000 円（当日集金）
▼内　　容　１対１トーク、ゲーム、フリートーク（ドリンク、スイーツ付き）
▼申込期限　1 月 26 日（金）必着
▼申込方法　①お名前②ニックネーム③年齢④性別⑤住所⑥連絡先⑦趣味⑧自分のＰＲポイント　

　　　　　を明記のうえ、はがき、FAX、電子メールで申し込んでください。
　　　　　　（電話での申込みは不可）
▼申込み・問合せ　コリドー 21 事務局 （岩美町役場企画財政課内）
　〒 681-8501　鳥取県岩美郡岩美町大字浦富 675-1 
　℡（0857）73-1412　Fax（0857）73-1554　電子メール　kikaku@iwami.gr.jp

コリドー21恋結びパーティー

か
き
も
ち
づ
く
り

　

地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
を
推
進
す
る

た
め
、三
世
代
が
一
緒
に
参
加
し
て「
か

き
も
ち
づ
く
り
」
を
体
験
し
ま
す
。

▼
と
き

　

１
月
27
日
（
土
）
午
前
10
時
～　

▼
と
こ
ろ　

文
化
会
館

▼
参
加
料　

無
料

▼
準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　

包
装
紙
（
１
枚
）

▼
対
象　

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▼
申
込
期
限　

１
月
19
日
（
金
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

町
婦
人
会
会
長　

藤
井
宏
子

　

℡
０
９
０
‐
９
５
０
５
‐
１
５
８
５

　

生
涯
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
９
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広報しんおんせん（1月号）

H30（2018）.1.1

夢
ホ
ー
ル
利
用
支
援
事
業　
　

「
歌
声
広
場
」出
場
者
募
集

　

今
年
も
全
国
の
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
家
を

対
象
に
し
た
カ
ラ
オ
ケ
大
会
「
夢
ホ
ー

ル
歌
声
広
場
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

　

演
歌
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
ま
で
、
懐
か
し

い
曲
か
ら
今
流
行
し
て
い
る
曲
ま
で
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
４
日
（
日
）

　

午
後
０
時
30
分
～（
開
場　

正
午
～
）

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
参
加
資
格　

特
に
な
し

※
高
校
生
以
下
は
保
護
者
の
承
諾
必
要

▼
募
集
人
員　

60
名
（
組
）
先
着
順

▼
参
加
料　

３
０
０
０
円

▼
募
集
期
間

　

１
月
4
日
（
木
）
～
２
月
9
日
（
金
）

※
申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
主
催　

夢
ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ

▼
問
合
せ

　

同
ク
ラ
ブ
事
務
局（
温
泉
公
民
館
内
）

　

℡
92
‐
１
８
７
０

　　　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）
　　　　　　　　　生活サポートシステム　担当　池上

　買い物、病院等への外出の付添い、墓掃除、草抜き、草刈り機を
使用した草刈り、枝切り、家の内外の掃除、家具の移動、その他一人っきりでは
億劫になりがちな片付け等、心優しいおばちゃんと爽やかなイケメンスタッフが
真心こもったサービスでお手伝いいたします。料金は、一時間ごと 3,000 円、草
刈機 3,000 円、軽トラック 4,500 円（税抜）などとなります。お見積り、相談料、
交通費は無料です。≪受付時間　月～土　8：00 ～ 18：00 ≫

【広告】お任せください。安心、安全のサポート  ♥

げんちゃん
担当者直通電話

　090-4147-2916

上島プロパンは電気も
　　　　　好評取扱い

中です上島プロパンは電気も
　　　　　好評取扱い

中です

ご使用量に関わらず、ご使用量に関わらず、
すべてのお客様が
関西電力よりおトク！
すべてのお客様が
関西電力よりおトク！

「ｍｙでんき」はエネオス・エッソ・モービル・ゼネラルの
ブランドで全国展開する日本一の総合エネルギー企業
（売上高１０兆円）である「ＪＸＴＧエネルギー株式会社」
による電力事業です。

【広告】

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

か
ん
じ
き
づ
く
り
と　

　
　

鳴
滝
ハ
イ
キ
ン
グ

　

か
ん
じ
き
を
自
分
で
作
り
、
冬
季
限

定
の
滝
「
鳴
滝
」
ま
で
ハ
イ
キ
ン
グ
を

し
ま
す
。 

▼
と
き　

1
月
21
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
4
時

▼
参
加
費

　

大
人
１
５
０
０
円
、
小
中
学
生

１
０
０
０
円
（
小
学
5
年
生
以
上
）

▼
定
員　

15
名
（
先
着
順
）

か
ん
じ
き
ハ
イ
キ
ン
グ

　

か
ん
じ
き
を
履
い
て
自
然
観
察
を
し

な
が
ら
、
布
滝
や
尾
の
谷
滝
へ
ハ
イ
キ

ン
グ
し
ま
す
。

▼
と
き　

2
月
11
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
3
時
30
分

▼
参
加
費　

大
人
１
０
０
０
円
、
小
中

　

学
生
８
０
０
円

▼
定
員　

30
名
（
先
着
順
）

―
集
合
場
所
・
申
込
み
・
問
合
せ
―

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
99
‐
４
６
０
０

※
参
加
条
件
、
持
ち
物
な
ど
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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1 月の各種相談

1 月の行事予定
日 時　　間 行　事　名 会　　場 担 当 課

1日（月） ゆ～らく館新春くじ引き（～ 3日） 七釜温泉ゆ～らく館 商工観光課

6日（土）午前9時～ 青少年新春かるた大会 夢ホール 生涯教育課

午前10時～ スキー教室（第１回） 県立但馬牧場公園 牧場公園課

午前10時30分～ ぜんざいのふるまい 県立但馬牧場公園 牧場公園課

7日（日）午後1時～ 新温泉町成人式 夢ホール 生涯教育課

11日（木）午前8時～正午 浜坂温泉排泥 浜坂地区 上下水道課

13日（土）午前10時～ スキー教室（第２回） 県立但馬牧場公園 牧場公園課

午前7時30分～ 9時 味原川清掃作業 県道白川橋下流付近 建設課

14日（日）午前10時～ 雪上運動会 県立但馬牧場公園 牧場公園課

18日（木）午前9時30分～ 宇都野学園大学院講座 浜坂多目的集会施設 生涯教育課

20日（土）午前10時～ スキー教室（第３回） 県立但馬牧場公園 牧場公園課

午後1時30分～ レザークラフト体験 県立但馬牧場公園 牧場公園課 

21日（日）午前8時30分～ 町子ども会交流卓球大会 健康公園体育館 生涯教育課

午前9時～ かんじきづくりと鳴滝ハイキング 上山高原ふるさと館 商工観光課

24日（水）午前9時30分～ とちのみ学園定例講座 夢ホール 生涯教育課

27日（土）午前10時～ スキー教室（第４回） 県立但馬牧場公園 牧場公園課

28日（日）午前9時30分～ 雪像コンテスト 県立但馬牧場公園 牧場公園課

行
政
相
談

日 時　間 場　所 問合せ

10日（水）
午前9時～ 11時30分

町民センター 温泉総合支所　地域振興課
　TEL 92-1131㈹

17日（水） サンシーホール浜坂 総務課　総務係
　TEL 82-3111

人
権
相
談

日 時　間 場　所 問合せ

10日（水）午前9時～ 10時45分
文化会館 総務課　総務係

　TEL 82-3111町民センター

身
障
相
談

日 時　間 場　所 問合せ

18日（木）午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会  浜坂支部（二日市） 健康福祉課　福祉係
　TEL 82-5620

法
律
相
談

日 時　間 場　所 問合せ（予約）

13日（土）
午後1時～ 4時 浜坂多目的集会施設 兵庫県司法書士会但馬支部

TEL（0796）23-8011
※相談会受付専用（平日のみ）司法書士による無料法律相談　※予約制（相談日の2日前の午後5時までに予約）

　　　　※相談場所が２会場あるものは、都合のよい会場（相談日）を利用ください。

  

暮
ら
し
と

仕
事
の
相
談

日 時　間 場　所 問合せ（予約）

16日（火）
午後1時～ 3時

サンシーホール浜坂 ひょうご暮らしと仕事のよりそいセンター
TEL（090）7880-440723日（火） 保健福祉センター  すこやか～に
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広報しんおんせん（1月号）

1 月号
vol.148

住　所 氏　　名 年齢 死亡日

H30（2018）.1.1

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

11 月 16 日～ 12 月 13 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

町   県   民   税    第 4 期
国民健康保険税第 5 期

納期限 1 月 31 日（水）
最寄りの金融機関で納めましょう。
口座振替をご利用の方は、残額の確認を
お願いします。　税務課　℡ 82-3113

住 所 氏　　名 保護者 出生日

うぶごえ

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

たばこは町内で買いましょう！
　たばこ税（国たばこ税、たばこ特別税、
県たばこ税、町たばこ税、消費税）は、購
入するたばこの代金に含まれており、町た
ばこ税は、購入した販売店の所在する町の
収入になります。
　たばこの購入は、ぜひ、町内の販売店で
お願いします。
◇町たばこ税（平成 28 年度収入約 7,337

万円）は、まちづくりの貴重な財源とし

て活用しています。

◇喫煙者の皆さんには引き続き、喫煙マ

ナーの向上にご協力をお願いします。

▼問合せ　税務課　課税係　℡82-3113
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